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「ラジオ波による焼灼」とは、皮膚の
上から特殊な針をがんに直接刺し、
そこに通電することで発生する熱を用
いてがんを焼灼する治療法です。（図
1）
肝臓や腎臓などでは広く普及し実践
さている治療ですが、この度相澤病
院では、長野県で初となる乳がん治
療にも実践し、乳房にメスを入れない
低侵襲治療*が可能となりました。
＊焼灼：焼いて死滅させる
＊低侵襲治療：手術・検査などに伴う痛み、発
熱・出血などをできるだけ少なくする治療

2024年10月1日より、早期乳がん
に対するラジオ波焼灼療法が施行
されております。この治療が万能で
あるわけではありませんが、きちん
と治療ができることを確認できれば
「メスを入れない治療」が可能とな
ります。すでに、何人かの患者さん
がこの治療を受けられました。

患者さんに役立つちょっといい話
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通常の手術であれば、がんを切り
取り、病理検査を行い、がんの様々
な情報や評価（悪性か良性かなど）
をします。ラジオ波焼灼療法では、
手術で患部が摘出されないため、
手術後に再度の生検検査を行った
り、定期的なMRI検査などでの厳
重な経過観察が必要となります。ま
た、それらの検査によって「がんが
生き残っている可能性がある」と判
断された場合には、その時点で従
来の手術療法に切り替えることに
なります。
＊生検：腫瘍の一部を切り取り詳しく調
べる検査
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当院で実際治療を行った患者さん
は、健診のマンモグラフィー検査で要
精査となり、受診されました。検査の
結果、乳がんと診断され、ラジオ波
焼灼療法が行われました。入院の上、
ラジオ波焼灼療法が行われ、治療の
翌々日には退院されています。
全ての乳がんの患者さんに、この
治療が適応するわけではありません。
検診で発見されるような乳がん＝自
分で気付くのは難しいくらいの早期
の乳がんでなければ治療の適応に
ならないことが多いです。なので、
「健診をきちんと定期的に受けること」
「要精査の結果が届いたら速やかに
精査を行うこと」がとても大切です。

慎重な経過観察を行う 検診を受けましょう！

相澤健康センターでも乳がん検診が受けられます


